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　2つの特性のそろったフォトダイオードを内蔵した差動
増幅型の光－電気変換モジュールです。それぞれのフォ
トダイオードの光電流を相殺する向きにフォトダイオード
を接続しており、2つの入射光のコモンモードノイズを相
殺し、微小な光量の差を変位信号としてとらえ、電気信
号に変換して出力します。InGaAs PINフォトダイオード
を内蔵した感度波長範囲 0.9～1.7 µmのタイプを用意
しています。

特長1

 入射光の波長 (1.0 µmまたは1.3 µm) において、多重
反射を軽減する当社独自の構造 (特許取得済み)を採用

入力部:  FCレセプタクル (APC研磨)
FCコネクタ付シングルモードファイバを接続可能

 出力部: SMAレセプタクル

 小型

構造2

　バランス検出器には2つの入力部 (INPUT+/-)が
あり、それぞれに信号光と参照光を入射します。2つ
の入射光の差動信号がOUT端子から出力されます。
Monitor端子 (Mon+/Mon-)は、INPUT+/-端子に接続
した光ファイバから入射した光量を変換した電気信号
を出力します。

　入射光の多重反射を軽減する構造を採用しており、
多重反射による光の干渉を軽減できます。なお特注対応
として、指定された波長における反射を軽減させること
が可能です。

[図1] ブロック図
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特性3

[表2] 仕様

項目 仕様

受光素子 InGaAs PINフォトダイオード

感度波長範囲 0.9～1.7 µm

出力インピーダンス 50 Ω

入力部 FCレセプタクル (APC研磨)

出力部 SMAレセプタクル

電源電圧 ±12 V (200 mA)

KACCC0761JB

[表1] 浜松ホトニクスのバランス検出器

型名
最適波長帯
λop

(µm)

遮断周波数
fc
-3 dB
(MHz)

同相信号除去比
CMRR
(dB)

変換インピーダンス
Zt
(V/A)

OUT端子 Monitor端子 OUT端子 OUT端子 Monitor端子
C12668-01 1.0

200 0.1 35 3 × 104

1 × 104
C12668-02 1.3
C12668-03 1.0

400 1 30 1 × 104
C12668-04 1.3
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[図2] 周波数特性 (ネットワークアナライザで測定, 代表例)
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  (b) C12668-03/-04
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使い方4

　付属の電源ケーブルを使用してバランス検出器を電
源に接続します。±200 mAを出力可能な両電源を使用
してください。
　光の入力については、2つのFCコネクタ (APC研磨)付
シングルモードファイバを使用して、信号光と参照光を
入力します。このとき2つの入射光の光量・位相が均一で
あれば、出力はゼロになります。信号光と参照光に光量・
位相の差がある場合、その差が変位信号となり、電気信
号に変換され出力端子 (SMAレセプタクル)から出力さ
れます。なお、出力インピーダンスが50 Ωのため、接続す
る測定装置の入力インピーダンスを50 Ωに設定してくだ
さい。また、出力用同軸ケーブルは、長さ 3 m以内として
ください。Monitor端子は、2つの入射光の光量を変換し
た電気信号を出力するため、入射光の光量調整に使用
できます。

KACCB0358JA

KACCB0463JA

[図3] 接続例
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[図4] バランス検出器の入出力例
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　バランス検出器は、光干渉信号を用いたさまざま
な計測機器・分析機器に使用できます。高分解能・高
速で内部構造を撮影するOCT (Optical Coherence 
Tomography)などの医用機器にも使用されます。

[図5] OCT
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